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第1104号 令和５年５月20日発行

　幹事会をご存じでしょうか。幹事会の委員は会員の中から，理事会が選任し会長が委嘱します。様々な会合に出席し
会員アンケートの分析などから改善に向けた意見を述べていただいています。これまでは全員が校長職であったため若
い方の意見が反映しにくいという面が否めませんでした。今年度はメンバーを新たにし，性別や年齢を問わず様々な視
点からご意見をいただき事業の見直しや企画運営に生かせるようにしていきたいと考えます。４月の幹事会では，研修
に行きたくてもなかなか学校を空けられない先生方の思いや相談したり悩みを分かち合ったりする場がもちにくいなど
現場の先生方の生の声が話題となりました。研修に出やすい仕組を作りたい，会員同士がつながるためにデジタルな
ツールを活用したらどうか，など新たなアイデアも出されました。幹事の先生方の発想を生かして信濃教育会の事業を
推進し会員の皆様とともに長野県の新しい時代の教育を創っていきたいと願います。

ともに創ろう　新しい時代の信州教育
幹事会に女性会員・若手会員を加え，信濃教育会の企画・立案に参画します

幹事長 小野英子さん 副幹事長 松本孝志さん

宮崎桂子さん 武田育夫会長

塩﨑陽子さん

才田　亘さん倉島さつきさん

宮本　隆さん 伊藤真紀さん 渋谷孝信さん

一色保典さん

幹 事 先の 生 よ り
　学校現場で働く先生方の状況や願いを伝えるなど自分ができることと，これまで信濃教育会が大切にされてきたこ
とを融合させて教育現場に貢献できるように尽力してまいります。

第1104号　信濃教育会報（1）



第137回 信濃教育会総集会更埴大会

令和5年7月1日 土

テーマ：信州教育の創造 ～未来を拓く職能の向上～
千曲市 信州の幸

めぐみ
あんずホール（更埴文化会館）

9 : 00

10 : 00

11 : 00

12 : 00

13 : 00

14 : 00

15 : 00

8：50
受付開始

9：20
開会式
「信濃の国」合唱

11：20　�喜びの声放映�
休憩・移動

12：30
昼食

15：30
閉会式
「ふるさと」合唱

10：05
パネルディスカッション

11：40
ポスターセッション

13：15
講演

15：00
演奏会

パネルディスカッション
「信州教育の明日を拓く」

◦パネリスト

産

マイクロストーン株式会社
社長　白鳥　敬日瑚 氏

学

筑波大学名誉教授
伊藤　純郎 氏

官

元 文部科学省
大臣官房総括審議官

大槻　達也 氏 
◦コーディネーター

信濃教育会長　武田　育夫

フロアーはもちろん，
オンライン参加者からも意見を募ります。

「教育研究論文・教育実践賞」特選贈賞の様子・喜びの声を放映

信濃教育会オーケストラによる演奏会
指 揮 者　�木村美音子先生�

信濃教育会オーケストラ常任指揮者�
（洗足学園音楽大学講師） 

演奏曲目　ビゼー作曲「カルメン組曲Ⅰ」

ポスターセッション
教育研究論文・教育実践賞の受賞者や
応募者の発表
質疑の時間も設けますので，積極的にご参加ください。
※�オンラインでは教育研究論文・教育実践賞特選受賞者の発表を
配信します。

講演「AI 時代にこそ，
� 子どもたちにつけたい力」
国立情報学研究所
社会共有知研究センター長
新井　紀子 氏
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★総集会のご案内はホームページでもチェックを！
信濃教育会ホームページのなかでも総集会のポスター等，情報を更新していきます。
また，ポスターセッション発表者やテーマ，発表用のポスターなども事前にホームページ内で掲載
予定です。

お 知 ら せ

★オンライン参加の申込は Google フォームで！
信濃教育HPの会員のページよりお申し込み下さい。

申込〆切		  6月26日（月）
後日，ID等を配布いたします。

Zoom による
オンライン参加
（会員限定）
募集中！！

若い先生方からベテランの先生方まですべての会員が

共に学べる「交流・参加型総集会」�を目指します ！！

4人の
若手スタッフが盛り上げます

！

MC 早津　秀 教諭
（屋代中学校）

MC 立花尚子 教諭
（埴生小学校）

合唱伴奏 市川奈穂子 教諭
（東小学校）

合唱指揮者 栁澤大希 教諭
（更埴西中学校）

会員が，学校や世代，さらに郡市の枠を超えてつながり，主体的・対話的
に学びあい，実り多い総集会になることを願っています。あんずの実の収
穫が最盛期を迎える7月1日，更埴の地「信州の幸あんずホール」でお待
ちしています。� 更埴教育会長　飯島　稔
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　参加希望の方は，QR コード（Google フォーム）または，信濃教育会 HP（FAX 用紙がダウンロード出来
ます）よりお申し込みください。尚，開催期日ごとに申し込みの QR コードが異なりますのでご注意願いま
す。お問い合わせは，信濃教育会 教育研究所　TEL：026-232-7169 まで

■ �東北信Ａ会場（担当：佐久教育会）�
軽井沢町立軽井沢西部小学校	�６ 月17日（土） 

第75期研究員の発表

■ �東北信Ｂ会場（担当：飯水教育会） 
信濃教育会館（ハイブリット開催）	� 7月 ８ 日（土） 

第75期研究員の発表

■ �中信会場（担当：東筑摩塩尻教育会）�
塩尻市立広丘小学校	� 7月15日（土） 

第76期研究員の発表

■ �南信会場（担当：諏訪教育会）�
岡谷市立神明小学校	� 7月22日（土） 

第76期研究員の発表

受
8：50

　付
9：15

全
9：10

  体  会
9：30

分  科  会
12：00

研究発表会のご案内
信濃教育会教育研究所

〆切
６／７

〆切
６／28

〆切
7／5

〆切
7／12

～多くの会員の同好会への参加・研修を願っております～

研究団体補助金申請のお知らせ
あなたの所属している研究団体に補助金を助成いたします

　会員の職能研修を支援するため，主に信濃教育会会員で構成されている同好会へ補助金を助
成しています。自主申請ですので，提出期限までに申請願います。また，事業内容等により， 
補助対象団体にならない場合もあります。

① 本会会員が中心となり，相当数の会員により全県的に組織された団体
② 研究調査の内容が本県教育の充実発展に貢献しうると考えられる団体

対象団体

① 団体名・責任者	 ② 会員及び信濃教育会会員数（必須）
③ 事業内容（事業計画）	④ 予算及び前年度決算書
⑤ 補助金振込銀行名・名義・口座番号（補助金交付決定の場合必要）
⑥ 添付書類：会員名簿（信濃教育会会員か非会員かが分かるもの）
※ 指定の用紙はありません。上記内容が記載された書類をご提出ください。�

申請内容

提出期限 7/31（月）総務・会計部　TEL 026-232-2470
申請先・問い合わせ先

　この研究発表会は，研究所で
学んだ第75期・76期研究員が
研究成果を報告する会です。報
告をきっかけとして，参会の先
生方と共に互いの実践を交流し
合い，子どもの目線から授業の
あり方を求める会でもありま
す。皆さまのご参加をお待ちし
ています。
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６月の研修ガイド

７日（水）�●�総研修会「仰望の日」 ◎伊那文化会館 ◇「被災地，紛争地に生きる子どもたち　
～取材から見えてきたこと～」安田菜津紀（フォトジャーナリスト）☆上伊那教育会 
0265-72-3416

� ●名称　◎会場　◇演題・講師等（講師名敬称略）　☆連絡先

新型コロナウイルス感染拡大防止及び中国の渡航規制の状況により，第42次長野県教育者訪中団の派遣を中止します。

　信濃教育会では昨年度よりフードバンク活動に取
り組んでいます。この活動が始まったきっかけは，
長野県社会福祉協議会からの紹介と会員の社会貢献
に対する意識の高さに後押しをされてのことです。
昨年度は，この取り組みを広げていくために，信濃
教育会の HP や信濃教育会報でお伝えするととも
に，各種委員会でもフードドライブの説明をし，委
員のご協力をいただいてきました。

　フードドライブとして提供された食品は，およそ
２か月に一度，長野県社会福祉協議会にお届けしま
す。これまで提供していただいた食品は，委員や館
内職員だけではなく，地域の方が信濃教育会の取り
組みを知り，ご厚意で寄付していただいたものも多くあります。
　フードドライブのニーズは，世界情勢の激変による物価高騰の影響を受け，今後
いっそうの取り組みが求められているところです。

　お持ちいただいた食品は，２階食堂前
フードドライブの所定ボックスに収めてく
ださい。みなさまのご協力をお待ちしてお
ります。

フードドライブへのご協力
お待ちしております

私たちの気持ちを社会福祉
協議会に託して
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公益社団法人 信濃教育会

欠員役員選挙公示
令和5年5月20日

公益社団法人 信濃教育会

　役員の任期満了に伴い，定款に則り理事6名及び監事2名並びに会長，副会長，専務理事及び常務理事候
補選挙を下記により実施いたします。

記

令和5年6月27日（火）定時総会において
以上

公益社団法人 信濃教育会

役員選挙候補者選任案の公示
令和5年5月20日

役員候補選出委員会 委員長　野口　茂雄

役員候補選出委員会は，役員選挙候補者選任案を下記のとおり，まとめましたのでお知らせします。

理事6名及び監事2名並びに会長，副会長，専務理事及び常務理事候補者

代表理事および
会長候補者 武田　育夫 氏 昭和33年生，65歳，南箕輪村出身

前伊那中学校長，現会長

副会長候補者 村松　浩幸 氏
昭和39年生，58歳，長野市出身
現副会長，現信州大学学術研究院教育学系長・信州大学教育学部長・信州大
学大学院教育学研究科長

専務理事候補者 大日方貞一 氏 昭和31年生，66歳，長野市出身
元篠ノ井東中学校長，現専務理事・信濃教育会事務局長

常務理事候補者 塩野入幸隆 氏 昭和33年生，64歳，坂城町出身
元屋代中学校長，現常務理事・信濃教育会事務局次長

理事候補者 桂本　和弘 氏 昭和39年生，58歳，須坂市出身
現須坂市立小山小学校長・長野県小学校長会副会長

理事候補者 篠原　謙治 氏 昭和40年生，58歳，須坂市出身
現長野市立東部中学校長・長野県中学校長会副会長

監事候補者 青木　　昭 氏 昭和40年生，57歳，須坂市出身
現長野県長野盲学校長・長野県特別支援学校校長会監事

監事候補者 安達　永眞 氏 昭和29年生，68歳，京都府出身
元上田市立南小学校長，現信濃教育会賛助会員会会長

※理事は定時総会で選任され，会長，副会長，専務理事及び常務理事は理事会において選定されます。
※�会員は，他の候補，意見等を役員候補選出委員会（各常任委員）又は委員会事務局に申し出ることができ

ます。
※選挙結果は，会報7月号に掲載します。

以上
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公益社団法人 信濃教育会

令和5年度　代議員選挙結果について
令和5年5月20日

公益社団法人 信濃教育会　代議員選挙管理委員会

　定款に則り行われた令和5年度の代議員選挙によって各郡市教育会及び高校，大学教育会において
下記のように代議員50名が選出されましたのでお知らせします。

記

佐　久 仲沢　弘一 佐久穂小学校

白鳥　郷史 御代田南小学校

井出　誠一 臼田小学校

井澤　　昭 坂の上小学校

小県上田 青木　辰夫 真田中学校

中野　裕顕 第六中学校

上野　勝裕 北小学校

中村　弘文 丸子中学校

諏  訪 藤森　　斉 境小学校

伊藤　靖徳 湖南小学校

小口　政英 米沢小学校

櫻井　　洋 長地小学校

上伊那 赤羽　　隆 箕輪中学校

松﨑　善幸 中川西小学校

齊藤　　博 宮田中学校

袖山　秀明 辰野西小学校

下伊那 中原　秀樹 丸山小学校

湯本　正芳 緑ヶ丘中学校

上澤　　浩 高森中学校

曽我　佳伸 追手町小学校

村松　亮彦 上郷小学校

木曽 倉澤　　啓 三岳小学校

東筑摩塩尻 大池　昌弘 山形小学校

佐倉　　俊 塩尻中学校

安曇野市 濱野　　久 穂高西中学校

竹内　幸浩 明南小学校

北安曇 吉沢　一夫 白馬南小学校

更埴 川辺　敏彦 屋代小学校

町田　　貞 坂城小学校

上高井 宮入　勝彦 旭ヶ丘小学校

中村　新治 日野小学校

中野・下高井 牛山　俊彦 豊田小学校

小山　正博 中野平中学校

飯水 高山　顕光 木島小学校

長野上水内 永井　克昌 鍋屋田小学校

平井八重子 昭和小学校

霜田　里美 山王小学校

早川　孝一 通明小学校

松島　良次 吉田小学校

片山ますみ 若穂中学校

後藤　真道 豊野中学校

松本市 石澤　和人 並柳小学校

山口　昇一 清水小学校

青森　隆俊 奈川小学校
奈川中学校

玉水智香子 開智小学校

高 校 滝澤　　崇 中野立志館高校

上原　浩子 東御清翔高校

大倉　宏夫 岡谷東高校

小高　淳一 豊科高校

大学 西　　一夫 信州大学教育学部

以上
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今月の一枚

坂
城
町
で
は
伝
統
的
に
、「
能
楽
教
室
」
で
地
域
の
方
々

か
ら
能
を
学
ん
で
い
ま
す
。
生
ま
れ
て
初
め
て
「
面
（
お

も
て
）」
を
付
け
て
い
た
だ
い
た
六
年
生
。
思
わ
ず
背
筋

が
ピ
ン
と
伸
び
ま
し
た
。

村上小学校
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絵
も
大
好
き
と
い

う
条
件
が
重
な
り
、
大
変
意
欲
を
も
ち
、

山
々
や
魚
た
ち
を
描
い
た
後
に
、
透
明
技
法

で
雷
を
入
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
重
ね
て
描
い
て
い
く
場
面
で
は
、
慎

重
か
つ
大
胆
に
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

　
絵
画
に
入
っ
て
い
る
グ
ラ
ス
も
、
必
要
感

か
ら
担
任
に
描
き
方
を
自
ら
問
う
て
き
た
の

で
個
別
支
援
を
し
、
グ
ラ
ス
の
描
き
こ
み
を

別
紙
で
練
習
し
、
体
得
し
て
か
ら
画
面
に
取

り
入
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
下
島
哲
さ
ん
を
は
じ
め
、
全
員
が
、
こ
の

題
材
を
集
中
し
て
取
り
組
め
た
の
で
、
楽
し

い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

「
カ
ッ
プ
の
中
の
き
ょ
大
魚
た
ち
」

�

下
島
　
　
哲
（
美
南
ガ
丘
小
四
年
）
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